
 

「まちは劇場」プロジェクトとは… 

「わくわくドキドキ」が溢れ、生き生きと人が暮らすまち 

 ☆創造都市づくり ⇒ 都市の持つ文化芸術の持つ創造性を、 

地域経済の活性化に結び付けるもの 

 

 

「まちは劇場」プロジェクトは、「世界に輝く静岡」 を実現するための、〝人が主役のまちづ

くり〟です。〝まち〟に来れば必ず何か面白いことをやっている。〝まち〟に出かけることは楽し

いと思う。「わくわくドキドキ」が溢れる〝まちづくり〟の試みです。 

このプロジェクトでは、ヨーロッパの都市にみられるような、まちのいたるところに音楽やダ

ンスなどのパフォーマンスを演じる人がいて、それをみる人がいる〝まち〟 

 市民やまちを訪れた人たちが、みんなリラックスして豊かな時間を過ごすことができる〝まち〟

を目指します。 

本プロジェクトは、次のような幅広い取り組みを行います。 

 １．「大道芸ワールドカップ」や「富士山コスプレ世界大会」のようなソフト・ストックを活か

したパフォーミングアーツの日常化を目指す芸術・文化事業 

※パフォーミングアーツの日常化とは 

パフォーミングアーツが特別なものではなく風景のように当たり前に日常にあること。 

パフォーミングアーツが日常品のように生活に欠かせないものであると感じ、時には自ら演じる側となること。 

 ２．「生活の質の高さを実感し、リラックスして暮らせるまち」、「歩いて楽しいまち」を実現

するためのまちなかのオープンスペースを活用したハードのまちづくり 

 ３．「文化・クリエイティブ産業」の振興を通じ、地域内経済の活性化を図る取り組み 

 ４．民間事業者との協働 

 

静岡市は、「まちは劇場」プロジェクトで、静岡市が訪れたくなるまち、住みたくなるまちに 

なること、静岡のことが大好きで、静岡で暮らすことを誇りに思う人が増えることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「ストレンジシード」（平成 28 年５月３日～５日） 


